
令和元年度 第 1 回 理事会議事録 

 

日 時：令和元年 5月 10 日（金）15:00～17:00 

会  場 : 秋葉原ｽｸｴｱ 403 号室 

所在地 : 東京都千代田区神田佐久間町 3-21-5 東神田ﾋﾞﾙ 403 

電  話 :  050-5235-7075 

 

出席者 : 谷､嘉成､星野､今枝､宮城､湯川､齊藤､ 

欠席者 : 岡田､間宮､服部､伊佐､高野､高橋､田島､        (順不同､敬称略) 

 

議事に先立ち､本理事会は役員の過半数の出席を認め､成立する旨確認した｡ 

議事進行は､星野副会長が担当した｡ 

 

議題 Ⅰ．平成 31 年度総会について         Ⅱ. 心ｴｺｰ基礎講座について 

Ⅲ．広報関連報告について            Ⅳ. ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの改変について 

Ⅴ．自動化学会との共催について       Ⅵ. 平成 31 年度学術研修会について 

Ⅶ. その他       

 

Ⅰ.前回議事録(平成 31 年度総会時議事録)の確認 

Ⅱ.平成 31 年度総会・機器試薬ｾﾐﾅｰについて 

(1)総会の議事は滞りなく進行し､全ての議案は承認された｡参加人数は 22 名であった｡ 

(2)機器試薬ｾﾐﾅｰはﾗｲﾌｽｷｬﾝｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)の講師が宮崎浩明 氏に変更されたが予定通り実

施された｡参加人数は 23 名であった｡ 

Ⅲ.心ｴｺｰ基礎講座について(担当:高野理事) 

(1)心ｴｺｰ基礎講座のﾎﾟｽﾀｰが作成された｡配布していただく会社を確認することとなった｡ 

(2)参加費を徴収し､参加者にお茶を用意することとなった｡ 

(3)参加証明書を作成することとなった｡(担当:宮城理事) 

Ⅳ.広報関連報告について(担当:高橋・服部理事) 

(1)ｶﾒﾗﾃﾞﾝ 69号の進捗情況が説明された。技師長会主催の教育ｾﾐﾅｰ参加者の寄稿を募る

こととなった｡ 

(2)ｶﾒﾗﾃﾞﾝについて､今後､年 1 回(抄録集)の印刷にするかどうかを検討することとなった｡ 

Ⅴ.ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの改変について 

(1)ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新は嘉成副会長より編集委員が引き継いで実施するよう早急に進めること

となった｡ 

Ⅵ.自動化学会との共催について 

(1)平成 31 年 10 月 5 日(土)､ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜にて 13:00～15:00(予定)の時間帯で共催ｼﾝﾎﾟｼﾞ



ｳﾑを実施する｡ﾃｰﾏは｢災害医療と臨床検査 ～精度はどこまで必要か？～｣である｡ 

(2)講師 3 名への謝礼が再確認された｡ 

(3)講師控室の確保が可能かどうかを確認することとなった｡(担当:谷会長) 

(4)講師への依頼状を提出することとなった｡(担当:齊藤理事) 

Ⅶ.学術研修会について 

(1)令和元年度学術研修会は､令和元年 11月 9日(土)､ﾃｰﾏを｢ﾃﾞｰﾀを見る｣として堀場製作

所にて実施する｡ 

(2)午前中は､一般演題の発表とｱﾙﾌﾚｯｻ株式会社 試薬機器営業統括部の神薗修司 氏に

よる｢ｹﾞﾉﾑ医療の現状と今後の大学病院の関わり方｣についての教育講演を実施する｡一般

演題の申込み情況によりﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの時間帯を変更して進めることとなった｡ 

(3)一般演題の申込み情況が報告された｡(担当:今枝理事) 

(4)技師長会にて一般演題の申込みを募ることとなった｡募集の締め切りは6月30日､抄録の

締め切りは 7 月 31 日に決定した｡(担当:谷会長) 

(3)ﾗﾝﾁｮﾝｾﾐﾅｰは 2 社にお願いし､返事を待っているとの報告を受けた｡(担当:星野副会長) 

(4)午後は生理機能検査のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑとして､心臓超音波検査､神経筋電図検査､呼吸機能

検査を実施するが､講師の発表時間は 40 分に決定した｡ 

Ⅷ.その他 

(1)令和元年度の賛助会員依頼状を 28 社に提出し､現在､3 社より申込が来ているとの報告

を受けた｡(担当:齊藤理事) 

(2)ｶﾒﾗﾃﾞﾝ 69 号への広告掲載依頼趣意書を作成し､各理事が分担してお願いすることとな

った｡ 

 

連絡事項 : 次回､令和元年度第2回理事会は令和元年6月14日(金)､富士ﾚﾋﾞｵ株式会社

東京支店にて 15:00 より開催予定｡ 

 

 


